
 

私
た
ち
倉
内
研
究
室

は
毎
週
火
・
木
曜
日
に

ゼ
ミ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ゼ
ミ
で
は
主
に

G
au

ss

と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
用

い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

最
初
の
ゼ
ミ
で
は
、

G
au

ss

の
基
本
的
な
コ

ー
ド
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
倉
内
先
生
や

多
久
和
先
輩
が
考
え
た

演
習
問
題
を
解
く
こ
と

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

慣
れ
、
学
ん
だ
コ
ー
ド

を
使
い
こ
な
す
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
学
ん
だ
コ
ー
ド
を

使
っ
て
も
正
し
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
回
ら
ず
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
研
究
室

の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し

て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
問
題
解
決

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

最
近
で
は
、
倉
内
先

都
市
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新
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E
S

選
考
で
は
応
募
者
の

E
S

デ
ー
タ
を
入
力
す
る
とA

I

に

よ
っ
て
自
社
の
選
考
基
準
と

の
一
致
度
合
い
と
学
生
の
特

徴
を
評
価
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

りE
S

選
考
に
か
け
る
時
間
が

約
四
十
％
削
減
で
き
た
と
い

う
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
就

活
のA

I

導
入
は
効
率
化
を
図

れ
る
こ
と
か
ら
企
業
に
と
っ

て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
が
、

学
生
に
と
っ
て
は
「A

I

が
ど

れ
だ
け
人
物
を
評
価
で
き
る

の
か
」
と
技
術
的
な
不
信
感
を

感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

 

三
津
浜
花
火
，
土
曜
夜
市

三
年
ぶ
り
開
催
へ 

 

三
津
浜
花
火
は
，
八
月
六

日
に
松
山
市
三
津
ふ
頭
で
花

火
約
一
万
二
千
発
を
打
ち
上

げ
る
。
感
染
対
策
で
会
場
は
自

由
席
を
設
け
ず
全
席
指
定
と

し
，
入
場
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者

に
限
定
す
る
。
ま
た
，
土
曜
夜

市
は
，
七
月
二
，
九
，
十
六
，

二
十
三
日
の
四
日
間
開
催
予

定
。
三
密
回
避
の
た
め
，
▽
露

店
全
体
の
出
店
数
を
減
ら
し
，

一
定
の
距
離
を
お
い
て
営
業

し
て
も
ら
う
，
▽
来
場
者
の
食

べ
歩
き
を
禁
止
す
る
な
ど
を

順
守
し
た
う
え
で
開
催
す
る
。 

 

今
回
は
倉
内
研
二
〇
二
〇
年

度
卒
業
生
で
，
入
社
二
年
目
の

崎
山
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。 

・
名
前 

崎
山
真
美
子 

・
勤
務
先 

松
山
市
役
所 

・
仕
事
内
容 

 

主
に
公
共
下
水
道
整
備
に

係
る
工
事
の
設
計
，
発
注
及
び

監
督
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

・
研
究
室
で
の
思
い
出 

「
行
動
モ
デ
ル
夏
の
学
校
」 

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識

と
自
分
の
力
不
足
に
反
省
す

る
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し

た
。 

・
今
後
の
抱
負 

 

専
門
的
な
知
識
と
経
験
を

積
み
，
円
滑
な
業
務
を
行
う
た

め
に
も
一
級
土
木
施
工
管
理

技
士
の
資
格
を
取
得
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

生
が
担
当
さ
れ
て
い
る

大
学
院
の
講
義
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

講
義
の
中
で
出
さ
れ
た

回
帰
分
析
の
課
題
を
基

に
、Gau

ss

を
用
い
て
よ

り
良
い
分
析
結
果
に
な

る
よ
う
取
り
組
み
、
結

果
や
考
察
を
ス
ラ
イ
ド

に
ま
と
め
て
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
他
人
の
発

表
を
聞
く
こ
と
で
、
自

分
で
は
思
い
つ
か
な
い

分
析
結
果
や
考
察
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
倉
内
先
生
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
か

ら
、
分
析
の
仕
方
だ
け

で
な
く
、
考
察
や
ス
ラ

イ
ド
作
成
の
改
善
点
な

ど
を
学
び
、
今
後
の
卒

論
発
表
に
活
か
し
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も

G
au

ss

に
つ
い

て
の
勉
強
を
続
け
て
、

マ
ス
タ
ー
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。 

 

・
名
前 

穴
山
翔 

・
出
身 

岡
山
県 

・
趣
味 

映
画
鑑
賞 

・
一
言 

お
す
す
め
の
ア
ニ

メ
や
映
画
鑑
賞
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
！ 

・
名
前 

川
添
綾
夏 

・
出
身 

兵
庫
県 

・
趣
味 

パ
ン
屋
巡
り 

・
一
言 

こ
の
夏
、
富
士
山
に

登
り
ま
す
！ 

昨
今
、
人
工
知
能(A

I)

選
考
を

導
入
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
の
普
及
で

あ
る
。A

I

選
考
の
一
つ
で
あ

るA
I

面
接
と
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
通
じ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
発
せ
ら
れ

た
自
動
音
声
の
質
問
に
答
え

る
と
い
う
も
の
だ
。
私
情
を
挟

ま
な
い
た
め
公
正
で
客
観
的

な
判
断
が
で
き
る
が
、
面
接
時

間
が
一
～
二
時
間
と
長
時
間

に
及
ぶ
場
合
が
多
い
。
ま
た

・
名
前 

村
上
航
大 

・
出
身 

広
島
県 

・
趣
味 

チ
ル 

・
一
言 

春
の
そ
よ
風
が
吹

き
終
わ
る
頃
、
茂
み
の
育
み
と

共
に
私
の
心
に
も
影
が
見
え

始
め
た
村
上
で
す
。
新
た
な
環

境
、
学
習
す
べ
て
の
目
新
し
さ

を
私
は
コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に

流
し
込
む
。
日
を
ま
た
ぎ
、
ま

た
流
し
込
む
。
一
年
後
私
の
心

は
何
色
に
染
ま
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
黄
ば
ん
で
い
る
の
か
、

茶
色
シ
ミ
な
の
か
。
経
過
を
見

る
と
し
よ
う
。
心
と
カ
ッ
プ
を

清
ら
か
に 

自
己
紹
介 

底
知
れ
な
い
力
を
秘
め
た
倉
内
研
！ 

社会の断面 

AI を活用した採用選考 

誕
生
日 

OB

情
報 

オ
ス
ス
メ 

ス
ポ
ッ
ト 

・
名
前 

歌
田
朱
音 

・
出
身 

広
島
県 

・
趣
味 

音
楽
鑑
賞 

・
一
言 

色
々
な
と
こ
ろ
に

旅
行
に
行
き
た
い
で
す
！ 

 

・
名
前 

福
岡
真
優 

・
出
身 

愛
媛
県 

・
趣
味 

カ
フ
ェ
巡
り 

・
一
言 

お
い
し
い
ス
イ
ー

ツ
一
緒
に
食
べ
て
く
だ
さ

い
！ 

 

・
名
前 

川
添
綾
夏 

・
誕
生
日 

六
月
三
日 

・
今
年
の
目
標 

 

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す

る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
！ 

今
回
お
ス
ス
メ
す
る
の
は
愛

南
町
に
あ
る
「
市
場
食
堂
」。

深
浦
漁
港
の
敷
地
内
に
あ
り
，

朝
市
の
鮮
魚
を
食
堂
で
味
わ

え
ま
す
。
今
は
初
カ
ツ
オ
の
時

期
で
「
愛
南
び
や
び
や
か
つ

お
」
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
ぜ
ひ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

松
山 

ニ
ュ
ー
ス 
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